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石川県立美術館開館35周年・金沢美術倶楽部創立100周年記念特別展

《芦葉達磨図》　因陀羅筆（部分）

美 の 力

■   茶道美術名品選Ⅱ

■  友禅 水野博 ─草花を詠う─

特別陳列 名物裂と茶道美術

特別陳列 静謐なる世界 ―日本画家 仁志出龍司―

◦ ミュージアムウィーク・出世街道

◦ ５月の行事予定

◦ アラカルト　ただいま展示中
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石川県立美術館開館35周年・金沢美術倶楽部創立100周年記念特別展

4月21日（土）～5月20日（日）　会期中無休
※会期中の5月7日（月）終了後に前・後期の展示替を行います。

美 の 力
会場：石川県立美術館　企画第7・8・9展示室

主催：石川県立美術館

共催：金沢美術倶楽部100周年実行委員会

特別協力：北國新聞社

学術協力：（公財）前田育徳会

　

本
展
は
、
石
川
県
立
美
術
館
開
館
三
十
五
周
年
と
金
沢

美
術
倶
楽
部
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
国
宝
四
点
、

重
要
文
化
財
三
十
四
点
を
含
む
、
茶
道
美
術
を
中
心
と
し

た
逸
品
の
数
々
約
百
四
十
点
の
展
示
を
通
し
て
、
美
に
殉

じ
た
千
利
休
が
放
っ
た「
美
の
力
」が
当
地
の
個
性
を
確
立

し
て
い
っ
た
道
程
を
再
発
見
し
、
地
域
の
視
点
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
文
化
の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

展
示
構
成

序
章
　
　
千
利
休
へ
の
道

◦
主
な
展
示
作
品

国
宝
《
墨
蹟　

山
門
疏
》
無
準
師
範
筆 

五
島
美
術
館
蔵 

※
前
期

重
文
《
白
磁
蓮
華
文
輪
花
鉢
》
定
窯 

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

重
文
《
祭
礼
草
紙
》 

前
田
育
徳
会
蔵

重
文
《
曜
変
天
目
》　

建
窯 

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵

第
一
章
　
千
利
休
に
よ
る
美
の
規
範
と
利
休
を
め
ぐ
る
人
々

◦
主
な
展
示
作
品　
　
　

重
文
《
大
井
戸
茶
碗　

銘 

筒
井
筒
》　

※
後
期

　
　

 

《
赤
楽
茶
碗　

銘 

早
船
》　

長
次
郎
作 

畠
山
記
念
館
蔵

　
　

 

《
赤
楽
茶
碗　

銘 

二
郎
坊
》　

長
次
郎
作 

　
　

 

《
書
状 

六
月
二
十
日
付　

古
織
宛
（
武
蔵
鐙
の
文
）
》

　
　
　
　

千
利
休
筆 

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
　

 

《
書
状 

十
一
月
廿
二
日
付 

有
中
さ
ま
宛 

》 

　
　
　
　

千
利
休
筆 

裏
千
家
今
日
庵
蔵　

※
前
期

重
文
《
備
前
矢
筈
口
耳
付
水
指　

銘 

破
家
》 

北
陸
大
学
蔵

重
文
《
伊
賀
耳
付
水
指　

銘 

破
袋
》 

五
島
美
術
館
蔵

第
二
章
　
加
賀
の
文
化
的
求
心
力

◦
主
な
展
示
作
品

国
宝
《
賢
愚
経
残
巻
（
大
聖
武
）
巻
第
九
》　

伝
聖
武
天
皇
筆

 

前
田
育
徳
会
蔵

重
文
《
墨
蹟　

梅
溪
字
号
》　

宗
峰
妙
超
筆 

五
島
美
術
館　

※
後
期

重
美
《
井
戸
茶
碗　

銘 

福
嶋
》 

前
田
育
徳
会
蔵

国
宝
《
古
今
集
巻
第
十
九
残
巻
（
高
野
切
）
》 

前
田
育
徳
会
蔵

国
宝
《
古
今
集
（
清
輔
本
）　

伝
藤
原
清
輔
筆 

前
田
育
徳
会
蔵

県
文
《
槇
檜
図
》　

俵
屋
宗
達
筆　
　

重
文
《
色
絵
山
寺
図
茶
壺
》　

野
々
村
仁
清
作 

根
津
美
術
館
蔵

重
文
《
四
季
耕
作
図
》　

久
隅
守
景
筆 

当
館
蔵

第
三
章
　
近
代
・
現
代
の
数
寄
者

◦
主
な
展
示
作
品

重
文
《
伊
賀
耳
付
花
入　

銘 

か
ら
た
ち
》 

畠
山
記
念
館
蔵

重
文
《
柿
の
蔕
茶
碗　

銘 

毘
沙
門
堂
》 

畠
山
記
念
館
蔵

関
連
催
事

■
講
演
会　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

　

講
師
：
熊
倉 

功
夫
氏

 

（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
館
長
）

　

日
時
：
四
月
二
十
九
日
（
日
）

 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　

演
題
：
「
前
田
家
と
茶
の
湯
」
（
仮
称
）

　

聴
講
無
料
、
先
着
二
〇
〇
名

■
本
展
担
当
学
芸
員
に
よ
る
美
術
講
座
（
土
曜
講
座
）

　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
講
義
室

　

第
一
講　

日
時
：
五
月
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～

　

講
師
：
高
嶋
清
栄

　

演
題
：
「
再
考　

一
座
建
立
の
精
神
」

　

第
二
講　

日
時
：
五
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～

　

講
師
：
村
瀬
博
春

　

演
題
：
「
千
利
休　

美
の
哲
学
」

　

各
講
聴
講
無
料
、
先
着
五
十
名

■ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
本
展
担
当
学
芸
員
）：
四
月
二
十
九

日
を
除
く
会
期
中
毎
日
曜
日（
四
月
二
十
二
日
、
五
月

六
、十
三
、二
十
日
）午
前
十
一
時
か
ら

観
覧
料

　

一
般
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

　

大
学
生
六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

　

高
校
生
以
下
無
料　

※
（　

）
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

※ 

同
一
会
期
で
、
金
沢
21

世
紀
美
術
館
と
金
沢
市
立
中
村

記
念
美
術
館
で
金
沢
美
術
倶
楽
部
一
〇
〇
周
年
記
念
の

企
画
展
覧
会
を
開
催
。
各
展
観
覧
券
の
半
券
提
示
で
観

覧
料
の
相
互
割
引
が
あ
り
ま
す
。

《西行物語絵巻（旧毛利家本）第三巻断簡》

俵屋宗達筆

《山門偈》　春屋宗園筆
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「
千
利
休
の
生
き
様
が
、
加
賀
百
万
石
を
動
か
し
た
。
―
秘
蔵
の
逸
品 

奇
跡
の
邂
逅
―
」
本
展
を
謳
う
言
葉
は

自
然
に
浮
か
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
展
を
企
画
・
開
催
す
る
と
い
う
構
想
自
体
も
、
茶
の
湯
の
師
・
千
利
休
へ
の

洞
察
と
共
感
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
た
藩
祖
・
前
田
利
家
の
文
化
観
を
基
盤
と
し
た
、
文
化
に
よ
る
戦
略
的
な

主
体
性
の
表
明
と
い
う
文
化
風
土
が
今
日
も
当
地
に
息
づ
き
、
文
化
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ま
す
。
そ
の
力
の
源
泉
こ
そ
が「
美
の
力
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
論
語
』顔
淵
に
は
、「
子
の
曰
わ

く
、
君
子
は
人
の
美
を
成
す
。
人
の
悪
を
成
な
さ
ず
。
小
人
は
是
に
反
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
利
休
を
は
じ
め
本
展

に
展
示
さ
れ
る
作
品
に
こ
め
た
作
者
の
思
い
や
、
そ
の
理
解
と
と
も
に
時
代
を
経
て
作
品
を
守
り
伝
え
た
所
蔵

者
、
そ
し
て
共
に
歩
ん
だ
美
術
商
の
思
い
も
、
究
極
に
は「
人
の
美
を
成
す
」の
一
語
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

学芸員の眼

　

Ⅱ
期
は
、
Ⅰ
期
の
展
示
か
ら
絵
画
の
み
が
替
わ
り
ま
す
。

最
初
は
、
長
谷
川
久
蔵
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る《
祇
園
会
図
》

（
重
美
・
県
文
）で
す
。「
信
長
公
拝
領
／
利
休
居
士
遺
具
」
と

の
千
利
休
の
孫
・
宗
旦
の
添
書
か
ら
、
本
作
は
千
利
休
が

織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
、
終
生
所
持
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
内
箱
の
蓋
裏
に
裏
千
家
十
一

代
玄
々
齋
に
よ
る
書
付
に「
母
衣
武
者
之
図　

長
谷
川
久

蔵
筆
」と
あ
る
こ
と
で
、
筆
者
は
長
谷
川
久
蔵
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
利
休
が
本
作
を
信
長
か
ら
拝
領
し
た

の
は
本
能
寺
の
変
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
久

蔵
は
十
代
は
じ
め
ま
で
に
描
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
天
才
的
な
画
技
を
持
っ
た
夭
折
の
画
家
・
久
蔵
な
ら
ば

そ
れ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
慎
重
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
は
、
久
隅
守
景
の《
四
季
耕
作
図
》（
県
文
）で

す
。
本
作
は
日
本
的
な
山
水
の
展
開
と
、
中
国
風
俗
に
よ

る
人
々
の
営
み
が
絶
妙
に
調
和
し
て
お
り
、
表
現
の
深
化

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
左
隻
春
の
景
に
は《
六
祖
図
》
を
意
識

し
た
よ
う
な
人
物
、
夏
の
景
に
は
休
憩
し
て
寛
ぐ
一
団
や

鵜
飼
い
、
右
隻
秋
の
景
に
は
飛
雁
、《
臨
済
栽
松
図
》
を
意

識
し
た
よ
う
な
人
物
、
犬
を
叱
る
人
物
、
そ
し
て
冬
の
景

に
は「
文
士
」の
ポ
ー
ズ
で
遠
い
山
を
見
つ
め
る
人
物
な
ど

が
描
か
れ
て
お
り
、
季
節
の
景
気
や
日
常
性
へ
の
傾
斜
と
、

思
想
的
な
深
化
の
双
方
が
、
あ
る
種
の「
お
か
し
み
」
を
と

も
な
っ
た
表
現
に
結
実
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
左
隻
の
灌

漑
の
作
業
は
農
具
の
向
き
が
逆
で
あ
り
、
右
隻
の
籾
摺
り

の
石
臼
は
形
状
か
ら
用
を
な
さ
な
い
と
の
指
摘
が
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
日
常
性
に
注
目
す
る「
軽
み
」か
ら「
お
か
し

み
」へ
の
移
行
を
、
反
骨
精
神
も
交
え
て
表
現
し
た
も
の
で

し
ょ
う
か
。

1Ｆ

企画展示室

茶道美術名品選Ⅱ

4月20日（金）～5月20日（日）　会期中無休

第2展示室［古美術］

県文《祇園会図》　伝長谷川久蔵筆
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本
展
は
同
時
期
に
開
催
す
る
企
画
展「
美
の
力
」
が
、
加

賀
藩
主
前
田
家
の
文
化
的
背
景
が
千
利
休
を
頂
点
と
す
る

茶
の
湯
の
精
神
に
よ
る
も
の
と
再
認
識
す
る
展
覧
会
で
す

が
、
初
代
利
家
か
ら
四
代
光
髙
に
至
る
時
代
の
前
田
家
の

茶
の
湯
を
、
本
阿
弥
光
悦
や
小
堀
遠
州
と
の
書
状
を
通
し

て
概
観
す
る
も
の
で
す
。

　

本
阿
弥
光
悦
は
、
室
町
時
代
よ
り
続
く
刀
剣
の
目め

利き
き

や

磨と

礪ぎ

・
浄ぬ

ぐ

い拭
を
家
業
と
す
る
京
都
の
名
門
町
衆
本
阿
弥
家

の
別
家
と
し
て
、
父
光
二
の
代
よ
り
加
賀
藩
の
御
用
を
務

め
て
い
ま
す
。
光
悦
は
、
藩
祖
前
田
利
家
や
二
代
利
長
、
三

代
利
常
を
は
じ
め
、
前
田
家
の
重
臣
た
ち
と
親
交
を
重
ね

て
い
ま
す
が
、
加
賀
藩
重
臣
今
枝
内
記
・
民
部
に
宛
て
た
消

息
を
展
示
し
ま
す
。
本
来
は
武
の
象
徴
で
あ
る「
刀
」
に
よ

る
つ
な
が
り
で
す
が
、
文
化
政
策
に
藩
の
存
在
意
義
を
か

け
た
加
賀
藩
に
と
っ
て
、
光
悦
は
京
都
の
洗
練
さ
れ
た
文

化
人
た
ち
と
の
交
流
に
際
し
て
、
い
か
に
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
田
利
常

と
小
堀
遠
州
は
こ
と
に
茶
の
湯
に
お
い
て
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
、
茶
の
湯
台
子
伝
授
を
な
ど
の
点
前
は
も
と
よ
り
、

茶
の
湯
の
精
神
性
や
茶
道
具
の
審
美
眼
に
至
る
指
導
を
遠

州
よ
り
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
四
代
光
高
も
遠
州
に
熱
心

に
茶
の
湯
を
学
び
、
点
前
は
も
ち
ろ
ん
の
亊
、
最
終
的
に

は
茶
の
湯（
数
奇
）の
根
本
に
つ
い
て
の
問
答
に
至
っ
て
お

り
、
前
田
家
の
茶
の
湯
を
中
心
と
し
た
芸
道
は
、
寛
永
文

化
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
遠
州
の
美
意
識
が
、
そ
の
規

範
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
す
。

　

光
悦
の
消
息
は
刀
に
関
す
る
も
の
は
一
通
の
み
で
、
謡
や
謡
本
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
次
に
茶
事
や
お

礼
等
が
続
き
、
数
寄
者
と
し
て
の
親
交
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
殊
に
書
写
さ
れ
た
謡
本
や
、
豪
華
な
版
本

で
あ
る「
嵯
峨
本
」に
つ
い
て
、
内
記
の
所
望
を
斡
旋
す
る
内
容
か
ら
、
内
記
を
介
し
た
加
賀
藩
か
ら
の
謡
本
の
需

要
に
対
し
て
、
光
悦
が
熱
心
に
仲
介
役
を
務
め
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、「
鼓
の
筒
」、「
小
鼓
ノ
筒
ノ

金
貝
之
事
」、「
筒
」や「
笛
」、
さ
ら
に
は「
水
入
」（
水
指
か
）に
つ
い
て
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
謡
や
茶
の

湯
に
関
す
る
道
具
に
つ
い
て
も
光
悦
は
仲
介
役
を
務
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
的
な
本
領

を
発
揮
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
前
田
家
の
重
臣
の
中
川
宗
半
を
は
じ
め
、
高
山
右
近
、
長
連
龍
、
前
田

長
種
、
小
幡
右
京
、
津
田
重
久
、
横
山
長
知
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
光
悦
と
加
賀
藩
の
重
臣
た
ち

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
て
取
れ
ま
す
。

学芸員の眼

4月20日（金）～5月20日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

《前田利常書状　卯月二十四日　小堀遠州勘返》

特別陳列 名物裂と茶道美術
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こ
の
た
び
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
を
退
官
し
た
日

本
画
家
、
仁
志
出
龍
司
氏
の
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す
。
氏

は
昭
和
二
十
七
年
、
滋
賀
県
守
山
市
に
生
ま
れ
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
に
学
び
ま
す
。
入
学
の
年
に
は
、
画
壇
の
重
鎮

西
山
英
雄
が
同
大
学
の
教
授
に
就
任
し
て
お
り
、
卒
業
後

は
公
私
を
通
じ
て
西
山
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
経
緯
を「
当
然
の
如
く
卒
業
と
共
に
師
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。」
と
も
述
べ
て
お
り
、
西
山
か
ら
受
け
た
薫

陶
や
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
や
が
て
西

山
の
推
薦
を
受
け
て
母
校
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
と
な
り
、

金
沢
に
居
を
構
え
今
日
に
至
り
ま
す
。
し
か
し
作
風
は
必

ず
し
も
師
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
山
は

当
時
の
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
屈
指
の
色
彩
画
家
で
あ

り
、
そ
の
作
風
は
、
豪
奢
、
華
麗
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
対
す

る
弟
子
の
作
品
は
色
彩
、
構
図
と
も
派
手
さ
を
抑
え
た
静

か
な
情
感
を
湛
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
弟
子
の
個
性
を
生

か
す
西
山
の
指
導
の
証
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

作
品
制
作
に
は
画
家
そ
れ
ぞ
れ
に
流
儀
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
の
持
つ
仕
上
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
む
け
て
、
着
々
と

制
作
を
進
め
る
画
家
も
い
れ
ば
、
制
作
を
進
め
る
に
従
っ

て
仕
上
が
り
が
変
化
し
続
け
る
画
家
も
い
ま
す
。
日
本
画

家
は
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
前
者
の
タ
イ
プ
が
多
い
よ

う
で
す
。
明
治
期
以
降
、
主
た
る
発
表
の
場
が
床
の
間
か

ら
展
覧
会
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
大
作
で
、
し
か
も

や
り
直
し
の
き
か
な
い
絹
本
を
支
持
体
と
す
る
こ
と
が
多

く
、
綿
密
な
下
絵
・
草
稿
が
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
遠
因
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

仁
志
出
氏
も
明
確
な
完
成
の
イ
メ
ー
ジ
向
け
て
、
着
実

に
歩
み
を
進
め
る
画
家
の
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
制
作

方
法
は
、
明
瞭
な
制
作
イ
メ
ー
ジ
と
、
確
固
た
る
作
画
理

論
に
裏
打
ち
さ
れ
て
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
展
示
作
品
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

仁
志
出
氏
の
画
業
を
概
観
す
る
と
き
、
一
本
の
川
の
流
れ
を
想
起
し
ま
す
。
そ
の
川
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
豊
か
な

水
量
を
湛
え
な
が
ら
も
、
激
流
や
氾
濫
も
な
く
常
に
静
か
で
す
。
豊
か
な
水
量
は
、
確
か
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ

た
自
信
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
自
ら
思
い
描
い
た
世
界
を
余
す
こ
と
な
く
表
現
で
き
る
と

い
う
自
信
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
よ
っ
て
用
い
た
種
々
の
モ
チ
ー
フ
は
、
流
れ
ゆ
く
川
辺
の
風
景
に
も
例
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

近
年
は
雪
景
色
と
水
の
構
成
に
材
を
求
め
、
大
小
の
作
品
群
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
相
は
ま
さ
に
変
奏

曲（
ｖ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）と
い
え
る
も
の
で
、
様
々
に
表
情
を
変
え
な
が
ら
静
謐
な
る
作
品
世
界
を
奏
で
て

い
ま
す
。
展
示
室
で
は
三
十
四
点
の
作
品
か
ら
、
画
業
自
体
が
い
く
つ
も
の
変
奏
曲
を
擁
し
た
大
楽
曲
で
あ
る
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学芸員の眼

4月20日（金）～5月20日（日）　会期中無休

第4展示室

仁志出龍司　《生生》仁志出龍司　《浄晨》

特別陳列 静謐なる世界 ―日本画家 仁志出龍司―
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友禅 水野博
―草花を詠う―

第5展示室［工芸］

4月20日（金）～5月20日（日）　会期中無休

　

草
花
は
友
禅
作
家
に
お
い
て
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
す
が
、

水
野
博
は
と
り
わ
け
春
や
夏
の
草
花
を
好
ん
で
取
り
入
れ
ま
し
た
。

北
陸
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
春
の
暖
か
さ
が
嬉
し
く
、
草
花
の
美

し
さ
が
心
に
し
み
る
の
だ
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
水
野

の
作
品
に
は
身
近
な
草
花
が
多
く
、
描
か
れ
た
草
花
は
そ
の
姿
形
を

写
す
だ
け
で
な
く
、
抑
制
の
き
い
た
表
現
の
中
に
自
然
の
息
吹
が
表

れ
て
い
ま
す
。
写
生
に
基
づ
く
丹
念
な
描
写
と
、
巧
み
な
画
面
構
成
、

効
果
的
な
色
使
い
の
作
品
は
、
制
作
後
四
十
年
を
経
た
今
も
な
お
、

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の
第
五
展
示
室
で
は
、
石
川
県
立
美
術

館
の
所
蔵
す
る
水
野
博
の
作
品
か
ら
、
春
夏
の
草
花
を
描
い
た
着

物
作
品
を
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。
画
像
で
紹
介
す
る《
友
禅
訪
問
着

「
芽
」》は
、
芽
吹
き
か
け
た
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
で
し
ょ
う
か
。
す
っ
と
伸
び

た
枝
の
絶
妙
な
配
置
に
よ
り
、
余
白
に
空
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
枝
に

不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
余
白
は
単
な
る
隙

間
以
上
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
モ
ノ
ク
ロ
画

像
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
枝
の
色
は
多
く
が
褐

色
で
、
青
・
緑
・
黄
・
赤
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
を
入
れ

て
い
ま
す
。
画
面
に
生
命
力
を
加
え
る
と
と
も
に
、

自
身
の
春
へ
の
渇
望
を
芽
吹
く
枝
に
重
ね
合
わ
せ

た
か
の
よ
う
で
す
。
水
野
の
描
く
草
花
が
ど
こ
か

親
密
な
空
気
を
湛
え
て
い
る
の
は
、
身
近
な
自
然

の
小
さ
な
息
遣
い
を
見
つ
め
る
、
自
ら
の
想
い
を
投
影
さ
せ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
北
陸
は
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
三
月
も
中
旬
を

過
ぎ
て
、
よ
う
や
く
陽
射
し
が
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
水
野
の
作

品
か
ら
、
改
め
て
花
咲
く
季
節
の
美
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

水野博　《友禅訪問着　芽》

　

新
緑
の
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
を
満
喫
す
る「
春
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
」。
当
館

関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
こ
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◆
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！

　

５
月
６
日（
日
）午
後
１
時
～
３
時（
所
要
時
間
約
40

分
）。

　

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

◆
パ
ネ
ル
展
示「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
―
パ
ネ
ル
に
よ
る
修
復
実
績
の
紹
介
―
」

　

４
月
28

日（
土
）～
５
月
６
日（
日
）、
平
成
29

年
度
の
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
の

修
復
実
績
に
つ
い
て
、
指
定
文
化
財
を
中
心
に
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

　

５
月
３
日（
木
・
祝
）に
は
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
下
記
行
事
予
定
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
広
坂
別
館
和
室

時
間
：
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

春
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

■
「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」
展
示
解
説　
　
　

 

広
坂
別
館
和
室 

聴
講
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

①
午
前
10
時
30
分
〜　

②
午
後
２
時
〜

３
日
（
木
・
祝
）

修
復
技
術
者
が
修
復
作
品
や
修
復
内
容
を
解
説
し
ま
す
。

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室 

聴
講
無
料

12
日
（
土
）

再
考　

一
座
建
前
の
精
神 

高
嶋
清
栄

19
日
（
土
）

千
利
休 

美
の
哲
学 

村
瀬
博
春

26
日
（
土
）

中
国
の
茶
書
を
読
む
２ 

―
『
茶
経
』
そ
の
２
― 

村
上
尚
子

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
ホ
ー
ル 

入
場
無
料

13
日
（
日
）

極
め
る
・
日
本
の
美
と
心　

建
仁
寺
（
26
分
）

悠
久
の
中
国
や
き
も
の
紀
行　

幻
の
天
目
茶
碗　

建
窯
（
31
分
）

20
日
（
日
）

極
め
る
・
日
本
の
美
と
心　

本
法
寺
（
26
分
）

悠
久
の
中
国
や
き
も
の
紀
行　

青
磁
の
ふ
る
さ
と　

龍
泉
窯
（
31
分
）

５
月
の
行
事
予
定
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平
成
二
十
八
年
度
か
ら
美
術
館
は
じ
め
歴
史
博
物

館
、
能
楽
堂
な
ど
の
兼
六
園
周
辺
の
文
化
の
森
の
文

化
施
設
で
は
、「
進
め
！ 

出
世
街
道
」と
銘
打
っ
た
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。
石
川
な
ら
で
は
の
各
館
で
催
さ
れ
る
い
ろ

い
ろ
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
す
る
と
ス
タ
ン
プ
が

も
ら
え
、
集
ま
っ
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
合
わ
せ
て
足

軽
、
大
将
、
大
名
、
将
軍
へ
と
出
世
し
て
い
く
も
の
で

す
。
昨
年
、
す
で
に
将
軍
ま
で
た
ど
り
着
い
た
子
も
、

年
度
が
替
わ
る
と
位
ご
と
に
も
ら
え
る
景
品
も
新
し

く
な
る
た
め
、
毎
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

学
校
で
の
団
体
鑑
賞
の
機
会
が
な
い
と
、
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
に
来
館
す
る
こ
と
な

く
、
大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
も

い
ろ
い
ろ
な
施
設
に
来
館
す
る
機
会
が
持
て
る
こ
と
は
、
文
化
施
設
に
親
し
む
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
子
ど
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
、「
美
術
館
た
ん
け
ん
」の

活
動
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
毎
に
行
っ
て
い
る「
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
活
動
、
ま
た
、

展
示
室
で
の
親
子
の
鑑
賞
講
座
が
ス
タ
ン
プ
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
ス
タ
ン
プ

帳
を
手
に
出
世
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
。
文
化
将
軍
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
本
館
講
義
室
で
土
曜
日
に
開
講
し
て
い
る
土
曜
講
座
、
本
年
度
は
二
十
五
回

の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
年
間
を
通
し
た
共
通
テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な
講
座

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
企
画
展
や
特
別
陳
列
・
特
集
の
開
催
な
ど
の
期
間
に

あ
わ
せ
、
展
観
の
さ
ら
な
る
理
解
の
深
化
、
ま
た
展
示
解
説
だ
け
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
関
係
事

項
に
つ
い
て
の
解
説
講
座
。
ま
た
学
芸
員
の
日
常
的
な
業
務
に
か
か
る
内
容
、
さ
ら
に
独
自
の
調

査
研
究
に
よ
る
講
座
等
々
、
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
当
館
の
ご
鑑
賞
と
併
せ
て
聴

講
し
て
く
だ
さ
い
。
講
座
は
申
込
不
要
、
聴
講
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

五
月
十
八
日（
金
）は
、
国
際
博
物
館
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）が
提
唱
す
る「
国
際
博
物
館
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
は
、
例
年
通
り
当
館
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
を
無
料
と
し
ま
す
。

出
世
街
道
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
30
年
度　

土
曜
講
座
（
前
期
）

国
際
博
物
館
の
日

№

月
／
日

タ
イ
ト
ル
（
予
定
）

担
当

1

5
月
12
日

再
考　

一
座
建
立
の
精
神

高
嶋

2

5
月
19
日

千
利
休 

美
の
哲
学

村
瀬

3

5
月
26
日

中
国
の
茶
書
を
読
む
２　

―
『
茶
経
』
そ
の
２
―

村
上

4

6
月
16
日

日
展
と
工
芸
美
術

寺
川

5

6
月
23
日

絵
画
の
見
方　

―
賛
と
落
款
―

中
澤

6

6
月
30
日

宗
達
か
ら
若
冲
へ　

仏
教
的
深
化
の
系
譜

村
瀬

7

7
月
21
日

「
耕
織
図
」
の
楽
し
み　

―
近
世
日
本
絵
画
を
例
に
―

有
賀

8

9
月
8
日

鴨
居
と
教
会

二
木

9

9
月
15
日

文
化
財
を
護
る　

―
文
化
財
保
護
法
と
国
宝
―

谷
口

10

9
月
22
日

金
沢
と
漆
皮

有
賀

11

9
月
29
日

日
本
工
芸
会 

漆
芸
部
会
の
作
家
た
ち

寺
川
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毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（5月は7日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

5月の休館日は

21日（月）～23日（水）

前田育徳会尊經閣文庫分館 第２展示室

５月24日（木）

 ～６月17日（日）

会期中無休
前田家 武の装いⅠ 加州刀と加賀象嵌鐙

次回の展覧会

第３～９展示室

改組新第４回　日展　金沢展

５月26日（土）～６月17日（日）

会期中無休

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.29

　

「
春
」
と
い
う
名
称
の
通
り
、
菜
の
花
畑
を

テ
ー
マ
と
し
た
訪
問
着
で
す
。
右
袖
の
下
部
か

ら
左
前
身
頃
上
部
に
か
け
て
上
下
で
色
合
い
を

変
え
、
上
方
は
黄
色
、
下
方
は
紫
を
主
調
と
し

て
い
ま
す
。
色
替
わ
り
の
境
界
に
あ
る
が
、
黄

か
ら
紫
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
夜
が
明
け
て
菜
の
花
畑
が
徐
々
に
陽

の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
く
様
子
を
表
す
と
同
時

に
、
冬
か
ら
春
へ
と
移
り
行
く
季
節
を
表
し
、

大
き
な
時
間
の
流
れ
と
広
々
と
し
た
空
間
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

　

少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
群
生
と
し
て
見
て
も

近
づ
い
て
仔
細
に
見
て
も
、
花
の
巧
み
な
描
写

が
際
立
ち
ま
す
が
、
身
頃
を
掛
け
合
わ
せ
て
立

体
的
な
人
体
に
着
せ
る
こ
と
で
、
色
の
変
化
が

生
き
生
き
と
し
た
印
象
を
与
え
、
単
調
に
な
り

が
ち
な
小
振
り
の
花
の
連
続
模
様
に
複
雑
な
構

成
が
生
ま
れ
ま
す
。
着
物
の
意
匠
と
し
て
も
非

常
に
考
え
抜
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

作
者
の
水
野
博
は
富
山
県
に
生
ま
れ
、
京
都

で
活
動
し
て
い
た
友
禅
作
家
・
土
屋
素
秋
に
弟

子
入
り
し
て
修
業
す
る
か
た
わ
ら
、
師
で
あ
る

土
屋
の
勧
め
に
従
っ
て
池
田
瑞
月
に
日
本
画
を

学
び
ま
し
た
。
水
野
が
植
物
の
描
写
に
長
け
て

い
た
の
は
、
博
物
学
的
な
細
密
描
写
の
植
物
画

に
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
池
田
の
影
響
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
豪
華
な
桜
で
は
な
く
、
可

憐
な
菜
の
花
で
春
の
よ
ろ
こ
び
を
表
し
た
本
作

は
、
水
野
の
作
風
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

《友禅訪問着　春》 ゆうぜんほうもんぎ　はる 　水野　博　みずの・ひろし

丈173.0　裄68.0cm　昭和46年（1971）　第18回日本伝統工芸展 大正7年～昭和54年（1918－1979）


